
202４年 日本鋼構造協会業績表彰 表彰式 式次第 

日 時：2024 年 11 月 14 日(木) 
場 所：東京ファッションタウンビル 9 階 904 室 

 
 
１．表彰式（13：00～） 

・審査報告（表彰選考委員会 山田均委員長） 

・表彰状および記念品授与（(一社)日本鋼構造協会・緑川光正会長） 

・記念写真撮影 

 
２．受賞講演（13：25～） 

発表時間 区分 受賞件名 

①13：25～ 
論文賞 
(10分) 

柱スキンプレートの板厚が溶接組立箱形断面柱の 
エレクトロスラグ溶接部の靭性に及ぼす影響 

②13：35～ 

業績賞 
(各 15 分) 

千葉 JPF ドーム(TIPSTAR DOME CHIBA)の 
設計と施工 

③13：50～ 八重洲セントラルタワーの設計と施工 

④14：05～ エスコンフィールド HOKKAIDO の設計と施工 

⑤14：20～ 
ルーマニア／ドナウ川を跨ぐ吊橋・ブライラ橋の 
設計および施工 

 



日本鋼構造協会論文賞 
 
■ 論 文 名 
 

柱スキンプレートの板厚が溶接組立箱形断面柱のエレクトロスラグ溶接部の靭性に及

ぼす影響 

 
■ 受 賞 者 

 
梅田 敏弘*1、宋 勇勲*2、大庭 諒介*1、沖 晃司*1、藤沢 清二*1、波川 智明*2、石井 匠*3、 

森田 耕次*4 

                                         
*1 JFE スチール㈱、*2 川岸工業㈱、*3 JFE テクノリサーチ㈱、*4 千葉大学名誉教授 

 
 
■ 選 考 理 由 

 

今後、建築物の更なる高層化及び大規模化に伴い、合理的な部材断面構成を図る等か

ら、高強度鋼材が有効に適用されると考えられる。高強度鋼材を適用した溶接組立箱形

断面柱と内ダイアフラムのエレクトロスラグ溶接（ESW）部に於ける熱影響に依る材料

靭性劣化が課題として挙げられる。 

本論文は、高強度鋼材を用いた溶接組立箱形断面柱と内ダイアフラムの ESW 部の材

料靭性の課題に対し、溶接施工試験及び熱伝導解析に依って取り組んだものである。溶

接施工試験では、実際の複雑な熱伝達・熱履歴の影響を反映させる為、柱スキンプレー

ト板厚をパラメータとした多くの実大試験体を用いた試験を実施している。その結果、

柱スキンプレート板厚は、材料靭性に影響を及ぼすものの，柱スキンプレート板厚がダ

イアフラム板厚に比べて小さい範囲では靭性に及ぼす影響が小さくなること等、種々

な材料靱性の実験資料を蓄積している。又、斯かる実験資料に基づき検証された熱伝導

解析では、種々な熱履歴を再現して、幅広い板厚における検討を行っている。これらの

実験と解析の結果に基づき、板厚から冷却速度を介して材料靭性の推定を可能とする

評価法の提案等、その実用性・応用性は極めて高く、今後の建築構造分野の発展普及に

貢献する論文である。 

 

よって、本論文は日本鋼構造協会論文賞の授賞に値する。 
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日本鋼構造協会業績賞 
 
■ 業 績 名 
 

千葉 JPF ドーム(TIPSTAR DOME CHIBA)の設計と施工 

 
■ 受 賞 者 

 
清水建設株式会社 

谷口 尚範、石原 政幸、松本 雄樹、久米 建一、山下 美帆、木内 佑輔 

 
 
■ 選 考 理 由 

 

本業績は、千葉競輪場の老朽化に伴う立替えで計画された国際基準の 250ｍ木製トラ

ックと客席 2000席を有する国内 2例目の屋内自転車競技場である。 

競技場は住宅地に囲まれた公園内に溶け込む最もコンパクトな大空間建築であり、

楕円屋根に採用した鉄骨ラチスシェルの課題である下部構造へのスラスト力を、楕円

屋根外周部とほぼ平面上内接する鋼製リングを結ぶケーブルの張力で受け持つ鋼構造

の特色を活かした解決を図っている。また、半径 100ｍの球体を楕円上に切り抜いた単

層ラチスシェルは、各接合部の法線が全て球体の中心に向き軸部材がねじれない薄肉

軽量な構造を実現させており、新規性がある課題に創意工夫をもって取り組まれてい

る。架設ではラチスシェルとして成立して初めて安定する施工上の課題、現場溶接歪の

影響、張力の導入、接点位置の出来形管理など、鋼構造特有の問題に設計・施工が一丸

となって取り組まれており、鋼構造の発展普及に資する多くの技術的向上と創意工夫

が認められる。 

 

よって、本業績は日本鋼構造協会業績賞の授賞に値する。 

 





日本鋼構造協会業績賞 
 
■ 業 績 名 
 

八重洲セントラルタワーの設計と施工 

 
■ 受 賞 者 

 
株式会社竹中工務店、株式会社日本設計 

 
 
■ 選 考 理 由 

 

本業績は、東京駅八重洲口正面に位置する小学校、バスターミナル、エネルギーセン

ターを含む、7つの用途が複合する超高層建築である。 

耐震・制振のための主たる構造要素をコア回りに集中させ、各用途に要求されるスパ

ンや階高に合わせて、異なる架構方式を組み合わせ、鋼構造の各種技術を駆使して合理

的な超高層建築架構を実現している。降伏耐力や軸剛性を調整しやすい、新しい座屈拘

束ブレースダンパーを開発し、これをオイルダンパーと組み合わせて適切に配置し、耐

震性と強風時居住性を高める応答制御架構とするなど、多様な工夫が各所に盛り込ま

れている。また、施工時の変形挙動予測とその対策による施工精度確保にも配慮すると

ともに、種々の省エネルギー技術導入等により高い環境性も実現している。さらに、地

下階のエネルギーセンターの浸水対策も施し、地域・社会の防災拠点としての性能確保

にも大いに貢献している。 

以上のように本業績は、鋼構造骨組の有する特性を上手に活用して、都市開発の多様

なニーズに応えた超高層建築を実現したものと評価される。 

 

よって、本業績は日本鋼構造協会業績賞の授賞に値する。 

 



本作品は、東京駅⼋重洲⼝正⾯に位置する地下4階、地上45階、
建物⾼さ238mの極めて難易度の⾼い超⾼層複合建築であり、都市
再⽣特別地区を活⽤した市街地再開発事業により整備した。オ
フィスや商業・交流施設の他、ホテル、⼩学校、バスターミナル、
エネルギーセンターの7つの⽤途を配置し、他街区の⽤途と相乗効
果を狙うとともに、⼋重洲地下街を含む地域⼀帯の省エネルギー
化と災害に対する強靭化にも取り組んでいる。

１. 建物概要

八重洲セントラルタワーの設計と施工 概要版

①新規性
a. 7つの⽤途で構成される複合⽤途であるとともに、災害時に帰
宅困難者や地域住⺠に開放する防災拠点としての役割を担う
JSCA特級の耐震性能を持つ超⾼層建築物を実現した。

b. ⼼材中央部の鉄⾻断⾯が調整可能なハット形スペーサーを⽤い
たの⽵中H形鋼座屈補剛ブレースを新規開発した。

②技術的向上
a. ハットトラス架構において、鉄⾻製作を合理化するディテール
を適⽤するとともに、継⼿位置を適切に設定することで構造合
理性・施⼯性・運搬性を考慮した設計を実現した。

b. 施⼯中の建物の挙動を正確に予測する解析⼿法を開発し、施⼯
ステップ毎の変位量を可視化し、建⽅精度の確保を実現した。

③創意⼯夫
a. 時刻歴応答解析結果から⾮構造部材等の設計震度を適切に設定
することで、耐震性能の明確化及び合理的な設計を実現した。

b. 地震時におけるプールの波の⾼さや圧⼒、溢れる⽔の量や流れ
をシミュレーションし、壁⾯強度の確保や漏⽔対策を実施した。

c. 地下に張り巡らされる複数のスロープに特化したBIMモデルを
作成し、有効⾼さや適切な勾配設定を確認した。

④鋼構造の発展普及
a. ガレリア、可動膜屋根、ハットトラス架構等、鋼構造ならでは
の架構を創り出し、鋼構造の総合的な技術の進展に寄与すると
ともに鋼構造超⾼層建築物の好例としてPR効果を発揮した。

⑤環境への配慮
a. オフィスビルとして国内最⼤級のZEB Ready認証を取得した。
b. ⾼炉スラグを多く取り⼊れたECMコンクリートを採⽤するこ
とでCO2発⽣量の削減に取り組んだ。

⑥地域・社会への貢献
a. ⼆重スラブ設置や⽔密区画床壁の耐⽔圧設計を⾏うことで、洪
⽔時等においても地域電⼒・熱供給が途絶えない計画とした。

b. 被災度判定システムを導⼊することで、館内在留可否や帰宅困
難者の受け⼊れ可否に関しての早期判断を可能とした。

３．業績概要 ①新規性、②技術的向上、③創意⼯夫、
３．業績概要 ④鋼構造の発展普及、⑤環境への配慮、
３．業績概要 ⑥地域・社会への貢献

２. 構造設計概要
構造形式（地上）は、鉄⾻造（柱CFT造）の制振部材を有する

ブレース付きラーメン架構である。7つの建築⽤途を内包する合理
的な架構計画とするため、主要な耐震・制振要素はコア周りに集
中配置することでコア以外の部分をラーメン架構とし、様々な建
築⽤途に対応できる⾃由度を確保した。⾼層部のオフィス階とホ
テル階が切り替わる39階には、スパンの切り替えを利⽤したハッ
トトラス架構とした。低層部では⼤空間が必要となる⼩学校の体
育館及びプール、地下階ではバススロープが架構計画に⼤きく影
響するため、これらを⾼層部直下から外した平⾯計画とすること
で合理的にスパン調整を⾏った。
建物の曲げ変形抑制による制振部材のエネルギー吸収効率アッ

プ等の効果を発揮するハットトラス架構の採⽤や、新たに開発し
たハット形スペーサーを⽤いた⽵中H形鋼座屈補剛ブレース、オ
イルダンパーの最適配置により、建物全体の鉄⾻数量の削減を実
現しつつ、建築基準法で定めるレベル2地震動のさらに1.5倍とな
るレベル3地震動に対する構造安全性の確保という⼀般的な超⾼層
建築物で必要とされる性能より上位の性能⽬標を実現した。
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日本鋼構造協会業績賞 
 
■ 業 績 名 
 

エスコンフィールド HOKKAIDO の設計と施工 

 
■ 受 賞 者 

 
株式会社大林組、大林・岩田地崎特定建設工事共同企業体 

 
 
■ 選 考 理 由 

 

本業績は、北海道北広島に計画された収容人数約 35,000人の野球専用、天然芝球場

である。建屋規模は地上６階、地下２階、211ｍ×242ｍの平面形状で、スタンド架構は、

RC造、S造、SRC造の混合構造である。屋根架構はスパン 166ｍ、S造、3ヒンジトラス

の可動屋根とスパン 159ｍ、S造、山形単純梁トラスの固定屋根で構成されている。 

開閉する１枚の屋根面積として世界最大となる可動屋根の採用は新規性があり、ま

た、天然芝育成のために多くの日照を確保する観点から、大規模なガラス壁を採用し、

屋根開放状態と合わせ太陽光を有効活用する工夫は、環境へ配慮した計画である。球面

すべり支承を採用することで単純梁トラス端部に生じる回転変形と水平変形を吸収し、

寒暖差や積雪荷重の影響が小さい免震部材としての役割をもたせるなど、耐震性、およ

び落下物に対しての安全性の向上を図っている。屋根架構の施工にスライド工法を採

用し、さらにスタンド架構の PCa 化等、地方都市特有の労務事情に配慮しつつ工期短

縮の実現、仮設材の低減に対する工夫が見られる。 

以上、鋼構造の特性を理解し、様々な創意工夫を盛り込むことで大空間構造を実現

し、北海道の新たなシンボルを作り上げたことは地域社会への貢献度も高い。 

 

よって、本業績は日本鋼構造協会業績賞の授賞に値する。 

 



エスコンフィールドHOKKAIDO の設計と施工   
株式会社大林組 , 大林・岩田地崎特定建設工事共同企業体 

１）計画概要 

北海道北広島市に建設された約 35,000 人収容の野球専用スタジアムで

ある。積雪寒冷地での天然芝球場を実現するための開閉式切妻屋根と、南

東方向に大きく開いた高さ約 70ｍのガラス壁がデザインの特徴である。

広域避難場所でもあり地域の防災拠点としての機能も備える。 

２）構造概要 

屋根はスタンドを覆う 159m スパンの固定屋根とフィールドを覆う

166m スパンの可動屋根からなる。両者共に雪を落とさない設計とした。

固定屋根は球面すべり支承で支持した免震屋根で、可動屋根はトラス脚部

の台車がレール上を走行することで開閉する。台車の走行路を支えるガー

ダー架構は安定走行のために剛性が高い RC 造とした。高さ 70m のガラ

ス壁は天然芝のために自然光透過を重視した。 

３）技術的特徴 

❶ 新規性：開閉式屋根付き天然芝球場を実現する可動屋根 

脚部と頂部の３ヒンジにより、温度による架構の伸縮に加え、屋根位置に

よる支持条件の変化にも追従する架構とし、安定した開閉を実現した。軸

力効果により建物高さを最小限に抑える。脚部に重力とスラスト力の合力

方向に傾けた台車を配置し、鋼製レール上を自走させて屋根を開閉する。

台車の車輪とモータの間に設けたトルクリミッターは、駆動機構を守ると

ともに、屋根には免震効果をもたらす。頂部ヒンジは、オイルダンパーや

鋳造によるクレビス形状の工夫により安全性を高めた。 

❷ 技術的向上：球面すべり支承を用いて大スパンを実現した固定屋根 

片側にだけはね出しのある屋根形状による課題を、野球のプレイ（飛球）

空間に調和したトラスせいの配置でバランスさせた。球面すべり支承が、

トラス端部の回転変形を支承の回転と変形により吸収できる点や、積雪に

よる重量変化でも免震効果の変化が少ない点に着目した。屋根完成後には

継時変形計測により、積雪や温度に対して支承が想定通りに挙動している

ことを確認した。免震効果により、客席の頭上からの吊りもの落下に対す

る安全性を格段に高めた。 

❸ 創意工夫：はね出しのある大屋根でのスライド工法 

固定/可動屋根の施工には共にスライド工法を採用した。大きなはね出し

形状から、各ブロックがトラス構面内の変形に加え、構面外（スパン直交

方向）にも変形する課題があった。構造計画の力の流れに符合し、かつ、

スパン直交方向の製作及び施工キャンバーが不要な計画を、ジャッキダウ

ン手順やブロック間の間詰め部材の接合手順を工夫することで実現した。

施工ステップ解析で想定した応力変形状態の通り、実際の建て方も進めら

れた。 

❹ 環境への配慮：自然光をスタジアム内に取り入れるガラス壁 

自然光を多く取り込むガラス壁は、グローライト（天然芝育成補助）の照

射時間軽減や、照明の昼光利用により、スタジアムが消費するエネルギー

を大きく低減する。光の透過性を高めるため、への字の平面や切妻屋根の

形状を活かし、頂部庇と中段庇に用意した水平アーチ架構が平面トラス柱

を水平拘束する計画とした。300 角程度の部材によるトラス柱が、最大

高さ 70m のガラス壁を支持する。 

❺ 鋼構造の発展普及：デジタルツールの積極利用による高度化 

３次元に複雑な形状のため、設計から施工まで一貫して BIM を有効活用

した。製作図段階において外装材下地や仮設材を含めて徹底的にモデル内

で納まり検討し、製作精度管理や建方にも活用した。ガラス壁架構はパラ

メトリック検討と最適化を行い、構造性能を満足しつつ透明性を最大化す

る架構形状を決定した。 

❻ 地域・社会への貢献：防災拠点としての地震への備え 

多雪区域における大スパン建築として、雪荷重と地震荷重の組合せパター

ンを建築基準法の要求よりも慎重に検討し、安全性を検証した。可動屋根

の走行レールやヒンジ部分のピンに用いる鋼材は指定建築材料の性能評

価を取得し、必要強度や必要硬さに応じた最適な材料を用いた。固定屋根

の免震、可動屋根やガラス壁の制震技術は防災拠点としての安全性を付与

している。  

2024 表彰年度 業績賞候補説明書概要版 

図 1 建物鳥瞰と構造概要 

図 4 固定屋根の施工解析とスライド施工状況(Step2-3 間) 

図 5 ガラス壁架構の構造概要 

 

図 2 可動屋根の台車   図 3 可動屋根と固定屋根の架構 

 

図 6 設計から施工までのデジタルワークフロー 
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日本鋼構造協会業績賞 
 
■ 業 績 名 
 

ルーマニア／ドナウ川を跨ぐ吊橋・ブライラ橋の設計および施工 

 
■ 受 賞 者 

 
株式会社ＩＨＩインフラシステム 

 
 
■ 選 考 理 由 

 
ブライラ橋は、ルーマニア東部の主要都市をつなぐ国道 23kmの建設工事の一部とし

て、ドナウ川の下流域にかかる EU域内第 3位を誇る中央径間長 1120mのルーマニア初

の長大吊橋である。 

イタリア・Webuild 社との共同企業体で、設計・製作/調達・施工の全てに責任を負

うデザインビルド契約で架設された。鋼・RC 合成構造を主塔の一部に採用し、鋼床版

トラフの現場接合において高力ボルト摩擦接合を取り入れ、仮設構造物を極力削減す

るため桁上にストランドジャッキ設備を配置しての補剛桁の吊り上げ架設など、工期

短縮に貢献し、COVID-19 が感染拡大・蔓延する中、約 4 年での設計・建設を達成して

いる。また、鋼床版上面の一次防錆には防水工と適用性のあるプライマーを採用し、現

場でのブラスト作業を簡略化するなど、環境への負荷軽減も実現している。なお、架橋

地点近くの橋梁製作の経験の無い造船所にて、日本人技術者による技術指導を通して、

品質向上を確保しつつ、現地への技術移転に多大な貢献が認められる。 

 

よって、本業績は日本鋼構造協会業績賞の授賞に値する。 
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